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②電気方式と接地方式
低圧配電線に接続する場合の電気方式は、単相２線式100ボルト、単相２線式 200ボルト、単相

３線式、三相３線式・４線式のいずれかである。高圧配電線に接続する場合の電気方式は、三相３
線式である。系統連系保護装置のうち、交流不足電圧・交流過電圧・不足周波数・過周波数の
各種継電器、単独運転検出装置、復電後一定時間の遮断装置投入阻止装置、電圧上昇抑制装置、
直流成分流出検出装置は PCS に内蔵されることが多い。系統連系用保護継電器の設置相数は
電気方式に適合させなければならないため、PCS の機種を選定する際は出力のほかに電気方式
を考慮しなければならない。PCS（特に海外製）は、交流出力側電路の接地方式（ＴＴ方式や
ＴＮ方式等）と適合させる必要がある。

③同構内にPCSを複数台設置する場合
系統停電時に PCS 複数台が相互に干渉しあって単独運転検出機能が不動作状態になっては
ならないため、複数台設置が可能な機種の PCS を選定する。
PCS が出力する交流電力を集約するため、交流集電箱が設置されることがある。交流集電箱
は、交流集電盤としてキュービクル他の筐体に付帯される場合がある。交流集電箱（盤）内に
は、PCS の主回路ごとに過電流トリップ付き漏電遮断器（逆接続可能型）が設置される例が多い。

発電電力の供給先 低圧配電線に接続している場合 高圧配電線に接続している場合

系
統
連
系
時

逆
潮
流
あ
り

発電に必要な制御機器・
監視機器・空調設備等の
ほかに負荷設備がなく、
発電電力のほとんどが配
電線に逆潮流する
（別称：全量配線）

［イ］　20頁・図 1-09 ［ニ］23 頁・図 1-12 参照

発電電力が構内の負荷設
備に供給され、余剰電力
が配電系統に逆潮流す
る。需要電力が不足する
時は配電系統から補填さ
れる
（別称：余剰配線）

［ロ］21頁・図 1-10-1,2 参照 ［ホ］23 頁・図 1-12 参照

逆
潮
流
な
し

発電電力が構内の負荷設
備に供給され、余剰電力
は配電系統に逆潮流しな
いよう発電出力を自動制
御する。需要電力が不足
する時は配電系統から補
填される

［ハ］22頁・図 1-11 参照 ［ヘ］24 頁・図 1-13 参照

表 1-03　接続配電線別、発電電力の供給先（矢印）
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逆潮流なし（自家消費型）の太陽電池発電設備　設置上のトラブル事例
既存の需要施設に一定出力以上の自家消費型太陽電池発電設備を設置する場合、受電盤に逆
電力継電器（RPR）及び地絡過電圧継電器（OVGR）を新設するが、売電専用発電設備の設計・
施工に慣れた業者であっても、自家消費型発電設備に関する知見が不足している例が多い。

事例１．電気主任技術者に知らせず高圧需要施設の屋根上に施工

電気管理技術者が月次点検の際、新しい低圧
遮断器と低圧幹線が敷設されていることに気づ
いた。調べると屋根上に 50kW未満の太陽電池
発電設備が新設されていることが分かった。高圧
需要施設の構内で発電設備が系統連系する場合、
50kW未満であっても保安規程変更届等の行政手
続きが必要である。その旨を電気管理技術者が設
置者に伝えるも、「50kW未満の場合、行政手続き
は必要ないと請負業者が言っていた」と述べ、設
置者が電気管理技術者に事前相談することなく同
設備の設置を進めたことが分かった。類似例多数。

原因：設置者の認識不足
図 6-01

事例２．UPS（DC24V 出力）及びその関連機器が盤内高圧母線至近に

既存高圧盤を改造して新設する逆電力継電器
（RPR）及び地絡過電圧継電器（OVGR）に制御
電源を供給するため、DC24V 出力の無停電電源
装置（UPS）及び関連ヒューズが同盤内に設置さ
れたが、高圧母線至近に設置されたため、UPS
及び関連機器を保守管理するたびに全館停電する
必要が生じた。

原因：設計者の知見不足

図 6-02

事例３．クランプ CT 式 RPR の特性試験実施時に焼損 

竣工時、逆電力継電器（RPR）の特性動作試験
を実施した際、RPRが焼損した。同RPRは、CT
２次側配線をRPR 本体に直接接続するタイプで
なく、CT２次側配線を RPR付属のクランプ CT
で挟み込むタイプであった。試験する際には試験
電流用電線をこのクランプCTに貫通させなけれ
ばならない。試験電流を RPR 本体に直接入力す
ると RPR が焼損する。そのことを試験者は知ら
ずに直接入力し焼損させた。同型式 RPR のメー
カーは、泰和電気・富士電機・オムロン他であり、
注意を要する。地絡過電圧継電器（OVGR）の場
合も、特性試験時に試験者が零相電圧を OVGR
裏面の端子に直接印加しOVGR を焼損させた事
例がある。

原因：作業者の過失

図 6-03
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事例４．高圧受電盤への CT 及び VT の過剰設置

逆電力継電器（RPR）に必要な入力要素（電流・
電圧）は、既存の受電用CT及びVTの各２次側
配線を利用すれば済むにもかかわらず、それとは
別に RPR 専用の CT及び VTが受電盤内に新た
に設置された。そのことを竣工時に当該施設の電
気主任技術者（主技）が発見した。設計に係る事
前協議において請負工事業者から示された図面は
発電設備に係る図面のみで、既存の需要設備への
接続に係る図面はなかった。業者提出の図面に
記された CT及びVTは当然ながら既存の CT及
びVTだろうと主技は思い込んでいた。CT及び
VTの過剰設置によって電気事故が生じることは
ないが、コストが余分にかかったことになり、設
計業者は発注者の信頼を失った。

原因：設計者の知見不足図 6-04

事例５．RPR 及び OVGR 裏面の配線ミスによる両保護リレーの焼損

既存の受電盤を改造し、新たに逆電力継電器
（RPR）及び地絡過電圧継電器（OVGR）を設置
する工事が行われた。竣工検査の一環で両保護リ
レーの特性動作試験を実施すべく、試験器から電
源装置に制御電源を供給した瞬間、両保護リレー
が発煙し焼損した。DC24V 供給用電線が両保護
リレーの裏面の別の端子に誤結線されたのが焼損
原因であった。同保護リレーは裏面の端子台レ
イアウトが誤結線しやすい設計となっているた
め、類似事例が少なくない。保護リレーの制御電
源入力端子にDC24V を入力すべきところ誤って
AC100V を入力してしまった例や電流要素の配線
の極性をＬ→ＫにすべきところＫ→Ｌに誤結線し
てしまった例も散見される。

原因：製作不完全

図 6-05

事例６．既存の CT ２次側端子に RPR 用配線を共挟み

高圧受電盤改造工事が竣工し、受電を再開した
際、受電盤面に設置された電流計及び電力計の数
値が想定より小さいことに電気主任技術者が気づ
いた。再度停電させ、結線を調べると既存の CT
２次側端子に逆電力継電器（RPR）用の配線が共
挟みされていることが分かった。共挟みが原因で
CT２次側配線に流れる電流が２つに分流してい
たのである。この分流によって過電流継電器も正
常に保護動作しなくなる。自家消費型発電設備を
設計した業者は、そのことを知らず、RPR メー
カーの取扱説明書だけを見て設計したことが分
かった。

原因：設計者の知見不足

図 6-06
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